
A B C D E 総数

1 幼児児童生徒は、主体的に学ぶ意欲が育っている。 22 19 0 2 6 49

2 体験的な学習は、その後の生活や学習に役立っている。 28 15 2 1 3 49

3
人や社会とかかわる活動を通じて、思いやりの心や責任
感、自立心を育てている。

22 20 2 0 5 49

4
幼児児童生徒の実態に合わせて指導内容や指導方法を工夫
している。

22 20 1 3 3 49

5 社会自立を目指す教育を発達段階に応じて行っている。 24 19 2 2 2 49

6
視覚障害者に適した運動を選択し、基礎体力の向上と運動
習慣の定着を図っている。

26 20 0 0 3 49

7
地域の園･小学校･中学校･高等学校などと交流及び共同学習
が行われている。

19 24 0 0 6 49

8 施設設備の安全を保ち、整理整頓をしている。 23 20 2 2 2 49

9 災害等から身を守ろうとする意識が育っている。 15 23 0 0 11 49

10
様々な危機（災害･いじめ･不審者等）を想定した対策を進
めている。

18 20 1 1 9 49

11
学校ホームページ、学校ブログ、「希望の花」、学部(学年)
通信等は、情報を得るのに役立っている。

23 21 1 0 4 49

12
個別面談やカウンセリングなどの機会が設けられ、相談機
能が充実している。

22 23 0 1 3 49

13
個別の指導計画には個々の学習目標や指導の手立てが明記
され、指導の経過や評価がわかりやすく報告されてる。

27 15 1 2 4 49

14
個別の教育支援計画は、本人のニーズや保護者の願いにつ
いて担任と話し合い作成されている。

28 14 2 1 4 49

① 26 ④ 22 ⑦ 4

② 19 ⑤ 22 ⑧ 5

③ 8 ⑥ 12 ⑨ 5

① 1 ④ 1 ⑦ 2

② 0 ⑤ 3 ⑧ 0

③ 3 ⑥ 4 ⑨ 0
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14 担任との話し合いは十分だが、寄宿舎での理解が不十分だ。

あまり発信されているようには思わない。

されているが教科によっては指導できていない。

改　善　案　等

生徒に応じての指導ができていない。生徒を理解しての熱心さがみられない。

工夫している教科もあるが、全くできていない教科もあり、改善されていない。

白杖や通学の指導をもう少しお願いできればうれしい。

危険な場所、いくつか見られる。

幼稚部のトイレが古くて暗い。

対策に対する情報提供がないと感じる。

寄宿舎と学校の生徒達の意見の相違で本人に役立つ生活ができていない。

平成２9年度　学校評価アンケート集計　【保護者】まとめ

話を聞いていただける先生がいること。

クラスメイトに恵まれました。

新しい先生方も優しく面白く、いろんな先生に関
わってもらい、楽しく充実しているようです。

担任同士の連携

はい　（４４）

　①授業内容　　　　　　　②学校行事
　③学校からの情報　　　　④友人関係
　⑤教員との関係　　　　　⑥教員の専門性
　⑦施設設備　　　　　　　⑧部活動
　⑨交流および共同学習
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寄宿舎を新しくしてほしい。

人数が少ないので団体生活が難しい。

子どもが何でも言えるように配慮してほしい。

いいえ　（５）


